
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

福
島
県
病
院
局

○
福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

一
五

規

則

福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
十
号

福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
福
島
県
規
則
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
食
品
生
活
衛
生
課
）

福
島
県
規
則
第
十
一
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
入
居
者
の
資
格
等
）

第
二
条
の
三

条
例
第
五
条
第
二
項
第
十
号
の
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
で

定
め
る
収
入
額
以
下
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

居
住
で
き
る
住
宅
が
現
に
無
い
者

二

別
表
第
一
の
不
良
住
宅
の
項
、
設
備
の
共
用
の
項
又
は
立
ち
退
き
要
求
の
項
に
定
め
る
評
点
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

第
三
条
第
三
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

誓
約
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）

第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
入
居
及
び
駐
車
場
使
用
の
許
可
の
通
知
）

第
五
条

知
事
は
、
条
例
第
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
条
例
第
五
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
条
例
第
八
条
第
二
項
（
条
例
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
条
例
第
四
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
住
宅
等
へ
の
入
居
の
許
可
を
し

た
と
き
又
は
条
例
第
五
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
駐
車
場
の
使
用
の
許
可
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
許
可
に
係
る
入
居
申
込
者
又
は
駐
車
場
使
用
申
込
者
に
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

収
入
が
著
し
く
低
額
で
あ
る
者
で
あ
り
、
特
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
た
め
に
速
や
か
な
県
営

住
宅
等
へ
の
入
居
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
第
二
条
の
三
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
緊
急
連
絡
人
）

第
九
条

県
営
住
宅
等
へ
の
入
居
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
居
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
と
き
そ
の
他
県

営
住
宅
等
の
管
理
に
支
障
が
生
じ
た
と
き
に
緊
急
連
絡
先
と
な
る
者
（
以
下
「
緊
急
連
絡
人
」

と
い
う
。
）
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
者

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

緊
急
連
絡
人
は
、
原
則
と
し
て
親
族
の
中
か
ら
二
名
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
う
ち
一
名
は
県
内

に
住
所
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

県
営
住
宅
等
の
入
居
者
は
、
緊
急
連
絡
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
緊
急
連
絡
人
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

死
亡
し
た
と
き
。

二

住
所
又
は
居
所
が
不
明
と
な
っ
た
と
き
。

三

県
内
に
住
所
を
有
す
る
緊
急
連
絡
人
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
。

四

そ
の
他
緊
急
連
絡
人
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
な
く
な
っ
た
と
き
。

４

条
例
第
十
条
第
一
項
第
二
号
（
条
例
第
四
十
六
条
、
第
五
十
三
条
及
び
第
六
十
一
条
で
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
緊
急
連
絡
人
に
な
る
旨
の
承
諾
書
（
様
式
第
四
号
）

と
す
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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５

県
営
住
宅
等
の
入
居
者
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
変
更
し
よ
う

と
す
る
緊
急
連
絡
人
に
つ
い
て
、
知
事
に
前
項
の
承
諾
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

県
営
住
宅
等
の
入
居
者
は
、
前
二
項
の
承
諾
書
の
記
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
知
事
に

緊
急
連
絡
人
に
係
る
記
載
事
項
変
更
届
（
様
式
第
四
号
の
二
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
を
削
り
、
第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
入
居
等
の
届
出
）

第
十
一
条

県
営
住
宅
等
へ
の
入
居
又
は
駐
車
場
の
使
用
を
許
可
さ
れ
た
者
が
、
県
営
住
宅
等
に
入
居

等
を
し
た
と
き
は
、
条
例
第
十
条
第
三
項
（
条
例
第
四
十
六
条
、
第
五
十
三
条
及
び
第
六
十
一
条
で

県
営
住
宅

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
し
た
入
居
日
後
二
十
日
以
内
に
駐
車
場
使

等
入
居
開
始
届
（
様
式
第
六
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

用第
十
三
条
中
「
第
十
条
第
六
項
」
を
「
第
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
七
条
第
二
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
含
む
。
」
の
下
に
「
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
、
「
の
免
除
」
の
下
に

「
（
た
だ
し
、
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
由
に
よ
り
住
宅
の
一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
県
営
住
宅
等
の
家
賃
の
一
部
の
免
除

に
係
る
基
準
は
、
別
に
定
め
る
。

４

県
営
住
宅
等
の
入
居
者
は
、
条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
住
宅
の
一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
に
そ
の
旨
を
速
や

か
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
項

の
破
損
箇
所
報
告
書
（
様
式
第
十
二
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
災
害
等
に
よ
り
明
ら
か
に
住
宅
が
使
用
不
能
と
な
っ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
前
条
第
四
項
の
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
入
居
者
の
責
め
に

帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
り
住
宅
の
一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
前
項
の
決
定
を
し
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
修
繕
費
用
の
負
担
）

第
十
九
条
の
二

条
例
第
十
六
条
第
二
項
（
条
例
第
四
十
六
条
、
第
五
十
三
条
及
び
第
六
十
一
条
で
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
報
告
は
、
破
損
箇
所
報
告
書
（
様
式
第
十
二
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
報
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
内
容
を
確
認
し
、
当
該
報
告
を
し
た
県
営
住
宅
等
の

入
居
者
と
修
繕
す
べ
き
内
容
、
そ
れ
を
行
う
者
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
の
負
担
者
そ
の
他
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

３

条
例
第
十
六
条
第
四
項
本
文
（
条
例
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
県
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
負
担
と
す
る
修
繕
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

４

知
事
は
、
前
項
の
県
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
負
担
と
す
る
修
繕
に
つ
い
て
、
福
島
県
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
に
お
い
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
条
例
第
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
（
条
例
第
五
十
三
条
で

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
条
例
第
八
条
第
二
項
（
条
例
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
三
条
で
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
条
例
第
四
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
条
例
第
五
十
六
条
第
一
項
及

び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
住
宅
等
へ
の
入
居
を
許
可
し
た
者
に
対
し
て
入
居
の
前
に
説
明
し
た

上
で
、
県
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
負
担
と
す
る
修
繕
に
つ
い
て
の
同
意
書
（
様
式
第
十
二
号
の
二
）

を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
二
号
」
を
「
様
式
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式

第
十
三
号
」
を
「
様
式
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
四
号
」
を
「
様
式
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
五
号
」
を
「
様
式
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
様
式
第
十
六
号
」
を
「
様
式
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
住
宅
に
困
窮
し
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
）

第
二
十
三
条
の
二

条
例
第
十
九
条
第
三
項
、
第
四
十
四
条
第
九
項
及
び
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
は
、
住
宅
等
取
得
届
（
様
式
第
十
八
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
七
号
」
を
「
様
式
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
八
号
」
を
「
様
式
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
九
号
」
を
「
様
式
第
二
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
「
様
式
第
二
十
号
」
を
「
様
式
第
二
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
様
式
第
二
十
一
号
」
を
「
様
式
第
二
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
様
式
第
二
十
二
号
」
を
「
様
式
第
二
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
様
式
第
二
十
三
号
」
を
「
様
式
第
二
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
様
式
第
二
十
四
号
」
を
「
様
式
第
二
十
六
号
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号5

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号 6

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様
式
第
四
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号7

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号 8

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様
式
第
五
号
中
「連

帯
保
証
人
の
連
署
す
る
請
書

」
を
「緊

急
連
絡
人
に
な
る
旨
の
承
諾
書

」
に
改

め
る
。

様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号9

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号 10

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

様
式
第
二
十
四
号
備
考
４
中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式

第
二
十
六
号
と
し
、
様
式
第
十
八
号
か
ら
様
式
第
二
十
三
号
ま
で
を
二
様
式
ず
つ
繰
り
下
げ
、
様
式
第

十
七
号
を
様
式
第
十
九
号
と
し
、
同
様
式
の
前
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号11

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号 12

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

「３
不
在
と
な
る
期
間
の
連
絡
先

４
不
在
と
な
る
理
由

様
式
第
十
六
号
中
「３

不
在
と
な
る
期
間
の
連
絡
先

」
を

備
考

引
き
続
き
15日

以
上
県
営
住

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
七

宅
等
を
不
在
に
す
る
場
合
に
は
本
様
式
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と

」

、
。

号
と
し
、
様
式
第
十
二
号
か
ら
様
式
第
十
五
号
ま
で
を
一
様
式
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
一
号
様
式
の
次

に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号13

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号 14

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号15

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
現
に
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
元
年
福
島
県
条
例
第
六
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
県
営
住

宅
等
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
。
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
三

項
若
し
く
は
第
四
項
（
第
五
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
条
第
二
項
（
第
五
十
三

条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る

者
に
係
る
改
正
前
の
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
第
九
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
旧
条
例
第
九
条
第
一
項
の
連
帯
保
証
人
が
施
行
日
後
に
同

条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

改
正
後
の
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
第
九
条
の
緊
急
連
絡
人
に
係
る
規
定
を
適
用
す
る
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
は
、

改
正
後
の
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
と

み
な
す
。

５

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
建
築
住
宅
課
）

福
島
県
病
院
局

福 島 県 病 院 事 業 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 等 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正
す る 規 程 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 ２ 年 ３ 月 ６ 日
福 島 県 病 院 事 業 管 理 者 阿 部 正 文

福 島 県 病 院 局 管 理 規 程 第 １ 号
福 島 県 病 院 事 業 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 等 に 関 す る 規 程 の
一 部 を 改 正 す る 規 程

福 島 県 病 院 事 業 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 等 に 関 す る 規 程 （ 平 成 16年 福
島 県 病 院 局 管 理 規 程 第 ３ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 30条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 等 ）

第 30条 条 例 第 ２ 条 第 １ 項 の 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 等 に
関 し て は 、 本 条 で 定 め る も の 及 び 管 理 者 が 別 に 定 め る も の を 除 く ほ か 、 知 事 の 事 務 部
局 に 勤 務 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 の 例 に よ る 。

２ 報 酬 又 は 給 料 の 適 用 範 囲 の 区 分 及 び 基 準 は 、 別 表 第 ９ に 掲 げ る と お り と す る 。
３ 労 働 基 準 法 第 39条 第 ７ 項 の 規 定 に 基 づ く 年 次 有 給 休 暇 の 時 季 指 定 に 関 す る 取 扱 い に
つ い て は 、 第 ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

４ 条 例 第 19条 第 ３ 項 の 管 理 者 が 定 め る 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 と す る 。
⑴ 任 期 が ６ 月 未 満 の 者 （ 任 期 が ６ 月 以 上 の 者 と み な さ れ る 者 を 除 く 。 ）
⑵ 通 常 の 勤 務 時 間 の １ 週 間 当 た り の 平 均 時 間 が 15時 間 30分 未 満 の 者
⑶ 前 ２ 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 管 理 者 が 別 に 定 め る 者
第 3 1条 の 見 出 し 中 「 非 常 勤 職 員 」 を 「 特 別 職 の 非 常 勤 職 員 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中

「 常 勤 職 員 以 外 の 病 院 事 業 職 員 （ 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 前 条 に 規 定 す る 病 院 事 業 職 員 を 除
く 。 ） 」 を 「 特 別 職 の 非 常 勤 職 員 」 に 、 「 非 常 勤 の 職 員 」 を 「 特 別 職 の 非 常 勤 職 員 」 に
改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 病 院 事 業 職 員 」 を 「 特 別 職 の 非 常 勤 職 員 」 に 改 め る 。
第 32条 第 １ 項 中 「 別 表 第 ９ 」 を 「 別 表 第 10」 に 、 「 別 表 第 10」 を 「 別 表 第 11」 に 改 め 、

同 条 第 ２ 項 中 「 別 表 第 10の ２ 」 を 「 別 表 第 11の ２ 」 に 改 め る 。
別 表 第 10の ２ を 別 表 第 11の ２ と し 、 別 表 第 10を 別 表 第 11と し 、 別 表 第 ９ を 別 表 第 10と



【定価 １箇月 3,560円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡

令和２年３月６日 金曜日 福 島 県 報 号外第11号 16

し 、 別 表 第 ８ の ３ の 次 に 次 の 一 表 を 加 え る 。
別 表 第 ９ （ 第 30条 関 係 ）

区 分 給 料 月 額 の 上 限

病 院 行 政 職 給 料 表 が 適 用 さ れ る 職 員 と 別 表 第 １ 病 院 行 政 職 給 料 表 に 定 め る
類 似 す る 職 務 に 従 事 す る 会 計 年 度 任 用 １ 級 に お け る 最 高 の 号 給 の 給 料 月 額
職 員

病 院 医 療 職 給 料 表 ⑴ が 適 用 さ れ る 職 員 別 表 第 ２ 病 院 医 療 職 給 料 表 ア 病 院 医
と 類 似 す る 職 務 に 従 事 す る 会 計 年 度 任 療 職 給 料 表 ⑴ に 定 め る １ 級 に お け る 最
用 職 員 高 の 号 給 の 給 料 月 額

病 院 医 療 職 給 料 表 ⑵ が 適 用 さ れ る 職 員 別 表 第 ２ 病 院 医 療 職 給 料 表 イ 病 院 医
と 類 似 す る 職 務 に 従 事 す る 会 計 年 度 任 療 職 給 料 表 ⑵ に 定 め る ２ 級 に お け る 最
用 職 員 高 の 号 給 の 給 料 月 額

病 院 医 療 職 給 料 表 ⑶ が 適 用 さ れ る 職 員 別 表 第 ２ 病 院 医 療 職 給 料 表 ウ 病 院 医
と 類 似 す る 職 務 に 従 事 す る 会 計 年 度 任 療 職 給 料 表 ⑶ に 定 め る ２ 級 に お け る 最
用 職 員 高 の 号 給 の 給 料 月 額

附 則
こ の 規 程 は 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

（ 病 院 経 営 課 ）

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━


